
　
こ
の
小
論
で
は
、
文
化
行
政
を
担
当
し
た
時
の
私

の
経
験
を
紹
介
し
、
文
化
行
政
の
現
状
に
お
け
る
問

題
点
と
今
後
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
、
自
治
体
に

お
け
る
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
に
つ
い
て

素
描
し
た
い
。

１
一
行
政
資
源
の
活
用

①
－
フ
ラ
ン
ス
映
画
連
続
上
映

　
あ
る
文
化
団
体
の
提
案
に
基
づ
き
フ
ラ
ン
ス
映
画

の
連
続
上
映
会
を
企
画
し
た
。
東
京
日
仏
学
院
か
ら

一
六
ミ
リ
映
画
を
借
り
て
来
て
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

の
視
聴
覚
室
で
週
二
回
の
定
期
上
映
会
を
行
う
と
い

う
も
の
。
文
化
団
体
が
運
営
、
上
映
技
師
や
会
場
の

管
理
は
私
が
担
当
し
た
。
ま
た
予
算
外
事
業
な
の
で

必
要
経
費
を
賄
う
た
め
一
回
五
百
円
の
入
場
料
を
取

る
こ
と
に
し
、
「
教
文
シ
ネ
マ
デ
ー
タ
」
と
名
付
け

た
。
し
か
し
、
会
場
の
使
用
許
可
を
得
る
の
に
は
労

力
を
費
や
し
た
。
一
般
市
民
を
対
象
に
し
た
事
業

（
し
か
も
時
間
外
で
有
料
）
は
、
学
校
の
視
聴
覚
教

育
施
設
と
し
て
の
設
置
目
的
に
反
す
る
と
い
う
の
が

所
管
課
の
見
解
だ
っ
た
。
し
か
し
、
セ
ン
タ
ー
内
の

他
の
教
室
で
は
有
料
の
市
民
講
座
を
や
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
一
コ
マ
と
い
う
位
置
づ
け
に
し
て
了
解
を

得
た
。
英
語
字
幕
で
は
あ
っ
た
が
初
公
開
作
品
も
含

ま
れ
て
お
り
、
来
場
者
に
は
好
評
で
、
フ
ラ
ン
ス
映

画
を
中
心
に
三
年
間
で
百
本
以
上
の
劇
映
画
や
実
験

映
画
を
上
映
し
た
。
（
表
｜
１
）

表－１②
－
行
政
資
源
の
有
機
的
活
用

　
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、
行
政
の
持
つ
資
源
＝

施
設
、
機
材
、
情
報
、
広
報
媒
体
、
人
手
、
ノ
ウ
ハ

ウ
の
有
機
的
活
用
で
あ
る
。
縦
割
り
行
政
の
中
で
そ

れ
ら
が
有
機
的
に
働
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
要
素
を
縦
横
に
つ
な
ぎ
新
た
な
働
き
を
さ

せ
る
知
恵
と
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
、
セ

ク
ト
主
義
や
前
例
踏
襲
を
廃
し
、
新
し
い
も
の
を
組

み
立
て
て
い
く
担
当
者
の
熱
意
と
説
得
力
が
不
可
欠

で
あ
る
。
行
政
は
、
多
種
、
多
量
の
資
源
を
所
有
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
有
機
的
活
用
は
大
き
な
可
能
性

を
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
予
算
と
は
、
こ
の
よ
う

な
行
政
資
源
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

２
一
職
員
の
能
力
開
発

①
－
市
民
講
座

　
市
民
講
座
の
企
画
は
、
以
前
か
ら
外
部
委
託
せ
ず
、

自
前
で
行
わ
れ
て
い
た
。
私
は
企
画
に
際
し
て
、
市

の
広
報
紙
な
ど
読
ま
な
い
市
政
無
関
心
層
や
、
芸
術

文
化
に
関
心
を
持
つ
人
々
を
広
く
首
都
圏
か
ら
集
め

る
こ
と
に
よ
り
、
横
浜
の
文
化
的
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
ろ
う
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
は
、
よ
そ
と
同
じ

こ
と
を
や
っ
て
も
だ
め
で
あ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
講

座
を
企
画
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

　
そ
こ
で
常
に
社
会
の
変
化
を
と
ら
え
、
様
々
な
分

野
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す
努

力
を
継
続
し
た
。
面
識
が
な
く
て
も
講
師
に
は
直
接

連
絡
を
と
る
よ
う
に
し
た
。
自
前
で
企
画
す
る
利
点

は
、
情
報
が
集
積
す
る
、
担
当
者
が
問
題
意
識
を
深

め
る
、
責
任
が
明
確
に
な
る
、
準
備
作
業
が
短
時
間

特
集
・
横
浜
の
芸
術
文
化
－
ア
ー
ト
シ
テ
ィ
を
め
ざ
し
て
③
課
題
解
決
に
向
け
て
｜
行
政
の
取
り
組
み
か
ら

１
－
行
政
資
源
の
活
用

２
－
職
員
の
能
力
開
発

３
－
文
化
行
政
の
基
本
視
点

４
－
地
方
分
権
と
行
政
の
自
己
改
革
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で
済
む
、
相
手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ

プ
が
少
な
い
、
経
費
が
安
上
が
り
、
真
剣
に
取
り
組

む
な
ど
で
あ
る
。
（
表
－
２
）

②
－
実
行
委
員
会
方
式
導
入
に
よ
る
演
劇
公
演
、
ジ
ャ

　
　
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

　
演
劇
鑑
賞
会
は
、
以
前
は
無
料
招
待
公
演
形
式
を

と
っ
て
い
た
が
、
実
行
委
員
会
方
式
に
よ
る
有
料
公

演
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。
ま
た
音
楽
鑑
賞
会
は
、
現

代
音
楽
の
若
手
作
曲
家
に
新
作
の
作
曲
を
委
嘱
す
る

な
ど
意
欲
的
試
み
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
新
た

に
ジ
ャ
ズ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
際
、
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
は
演
劇
同
様
市
民
に

よ
る
実
行
委
員
会
方
式
と
し
、
有
料
化
し
た
。

③
－
文
化
行
政
に
求
め
ら
れ
る
職
員
の
能
力

　
職
員
の
能
力
開
発
は
、
職
員
研
修
所
で
の
座
学
研

修
だ
け
で
は
身
に
つ
か
な
い
。
そ
れ
は
、
問
題
意
識

を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
み
、
困
難
を
克
服
し
な
が

ら
目
標
を
達
成
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
養
わ

れ
る
。
文
化
行
政
の
領
域
も
同
様
で
あ
る
。
文
化
行

政
で
要
請
さ
れ
る
能
力
は
、
対
象
に
関
心
・
問
題
意

識
を
持
ち
（
動
機
づ
け
）
、
市
場
を
調
査
し
（
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
）
、
企
画
を
立
て
（
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
、

そ
れ
を
簡
潔
か
つ
魅
力
的
に
表
現
し
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
）
、
実
現
に
向
け
交
渉
し
（
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
）
、
困
難
を
克
服
し
て
実
現
さ
せ
る
（
実
行
力
）

能
力
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
能
力
は
文
化
行
政
に
限

ら
ず
す
べ
て
の
施
策
領
域
で
必
要
な
能
力
で
も
あ
る

だ
ろ
う
。
文
化
行
政
で
要
請
さ
れ
る
新
し
い
行
政
手

法
は
、
行
政
全
体
の
業
務
執
行
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し

に
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

３
一
文
化
行
政
の
基
本
視
点

①
－
文
化
行
政
の
理
念
の
明
確
化

　
行
政
が
文
化
に
取
り
組
む
場
合
に
最
も
重
要
な
の

は
、
理
念
と
目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
な
ぜ
行
政
が
文
化
に
取
り
組
む
の
か
」
「
文
化
行
政

の
目
的
と
は
何
か
」
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
水
準
の
高
い
研
究
に

裏
付
け
ら
れ
た
文
化
政
策
の
確
立
と
そ
れ
を
実
行
す

る
新
た
な
行
政
手
法
の
開
発
と
導
入
が
必
要
で
あ
る
。

②
－
文
化
政
策
の
体
系
化

　
他
の
政
策
領
域
と
の
関
連
性
を
保
ち
な
が
ら
、
政

策
体
系
の
中
に
文
化
政
策
が
整
合
性
を
保
っ
て
位
置

付
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
都
市
計
画
、

学
校
教
育
、
生
涯
学
習
、
国
際
交
流
、
経
済
行
政
な

ど
他
の
政
策
領
域
と
の
有
機
的
な
関
係
を
構
築
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
相
乗
効
果

を
発
揮
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
文
化
行
政
は

局
際
事
業
で
あ
り
、
担
当
部
局
を
超
え
た
取
り
組
み

が
必
要
と
な
る
。

③
－
文
化
行
政
に
国
際
的
視
点
を

　
文
化
は
、
常
に
異
文
化
と
の
接
触
か
ら
生
ま
れ
る
。

新
し
い
文
化
創
造
に
は
海
外
と
の
交
流
は
不
可
欠
な

要
素
で
あ
る
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
や

国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
よ
う

な
総
合
的
で
テ
ー
マ
性
を
持
っ
た
国
際
交
流
事
業
の

継
続
が
要
請
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

国
際
的
文
化
交
流
は
、
芸
術
家
や
市
民
の
国
際
交
流

と
い
う
意
義
を
超
え
て
、
国
際
社
会
で
孤
立
し
が
ち

な
わ
が
国
を
海
外
諸
国
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の

最
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

表－２④
－
ア
ー
ト
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
制

　
文
化
行
政
の
担
当
者
は
、
芸
術
へ
の
理
解
と
愛
着

と
を
持
た
な
く
て
は
い
け
な
い
。
一
方
、
冷
静
で
客

観
的
な
経
営
感
覚
も
要
請
さ
れ
る
。
ア
ー
ト
ア
ド
ミ

ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
（
文
化
行
政
専
門
官
）
と
は
、
こ

の
両
方
を
兼
ね
備
え
、
芸
術
家
と
行
政
の
通
訳
の
働

き
を
す
る
人
の
こ
と
で
あ
る
。
芸
術
家
に
対
し
て
は

行
政
を
代
弁
し
、
行
政
に
は
芸
術
家
を
代
弁
す
る
。

今
の
と
こ
ろ
芸
術
監
督
制
が
う
ま
く
機
能
し
な
い
の

も
、
行
政
に
ア
ー
ト
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
が
い
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な
い
た
め
芸
術
監
督
と
の
協
働
関
係
が
形
成
さ
れ
な

い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
文
化
行
政
の
発
展
に
は
、

行
政
内
部
で
ア
ー
ト
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
を
育

成
、
登
用
、
活
用
す
る
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
急
務
で

あ
る
。

⑤
－
市
民
・
文
化
団
体
・
企
業
・
行
政
の
協
働

　
文
化
の
担
い
手
は
、
行
政
で
は
な
く
市
民
で
あ
る
。

地
域
の
文
化
振
興
を
は
か
る
た
め
に
は
、
市
民
、
文

化
団
体
、
企
業
等
と
の
協
働
関
係
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
協
働
関
係
の
中
に
あ
っ
て
行
政
は
原
則

と
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
事
務
局
と
い
っ
た
裏

方
の
役
割
に
徹
す
べ
ぎ
で
あ
る
。

４
一
地
方
分
権
と
行
政
の
自
己
改
革

④
－
地
方
分
権
と
政
策
立
案
能
力
の
向
上

　
地
方
分
権
推
進
法
の
成
立
に
よ
り
、
地
方
分
権
の

確
立
が
予
測
さ
れ
る
。
「
三
割
自
治
」
か
ら
「
地
方

政
府
」
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
チ
ャ
ン
ス
到
来
で
あ
る
。

し
か
し
、
制
度
が
整
備
さ
れ
た
ら
す
ぐ
「
地
方
公
共

団
体
」
が
「
地
方
政
府
」
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。

従
来
の
国
、
県
、
市
と
い
う
三
層
構
造
で
の
上
意
下

達
型
業
務
執
行
ス
タ
イ
ル
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
か
り
、

事
な
か
れ
主
義
を
決
め
込
ん
で
い
る
行
政
側
の
実
態

も
一
部
で
は
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
姿
勢
を
改
め
、
地
方
政
府
と
し
て
の
自
覚
を
持

つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
政
策
の
企
画
立

案
能
力
を
高
め
、
多
様
化
す
る
住
民
要
望
に
こ
た
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
政
策
形
成
過
程
へ
の

市
民
参
加
の
制
度
的
保
証
も
行
う
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
た
め
の
斬
新
な
手
法
の
開
発
も
要
請
さ
れ
て
い
る
。

②
－
行
政
の
自
己
改
革

　
行
政
は
文
化
を
取
り
扱
う
の
に
は
本
来
ふ
さ
わ
し

く
な
い
組
織
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
行
政
の
組
織
風
土

を
変
え
て
い
か
な
い
と
文
化
行
政
の
目
的
は
達
成
さ

れ
な
い
。
行
政
改
革
の
不
断
の
継
続
が
必
要
で
あ
る
。

一
般
的
に
、
官
僚
制
の
問
題
点
と
し
て
は
、
強
固
な

縄
張
り
意
識
、
自
分
の
所
属
セ
ク
シ
ョ
ン
の
権
益
拡

大
志
向
、
変
化
へ
の
抵
抗
、
事
業
の
必
要
性
へ
の
無

関
心
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
統

的
官
僚
制
の
改
革
の
方
策
と
し
て
、
Ｄ
・
オ
ズ
ボ
ー

ン
、
Ｔ
・
ゲ
ー
ブ
ラ
ー
は
「
行
政
革
命
」
の
中
で
「
ア

ン
ト
ル
プ
ル
ヌ
ー
ル
（
起
業
家
）
型
行
政
」
と
い
う

提
案
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
行
政
を
含
む
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
間
の
競
争
原
理
の
導
入
、
地
方
／
市
民

へ
の
大
胆
な
権
限
委
譲
、
規
則
で
は
な
く
目
標
で
動

く
、
結
果
主
義
に
よ
る
業
績
評
価
の
採
用
、
事
後
対

応
か
ら
問
題
の
未
然
防
止
へ
の
問
題
意
識
の
変
化
、

金
も
う
け
の
動
機
を
導
入
す
る
、
な
ど
の
原
理
が
示

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
原
理
に
の
っ
と
り
自
治

体
の
自
己
改
革
を
断
行
し
な
く
て
は
、
優
れ
た
文
化

行
政
の
執
行
体
制
は
確
立
し
な
い
。

Λ
都
市
計
画
局
係
長
・
　
（
株
）
横
浜
み
な
と
み
ら
い

2
1
文
化
振
興
推
進
室
長
Ｖ

特
集
・
横
浜
の
芸
術
文
化
－
ア
ー
ト
シ
テ
ィ
を
め
ざ
し
て
③
課
題
解
決
に
向
け
て
一
行
政
の
取
り
組
み
か
ら
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